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つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
現
在
、
世
界
に
は
10
数
種
類
の
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、「
２
大
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
さ
れ

る
の
が
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
」
と
「
Ｑ
Ｓ
」
だ
。

両
者
は
か
つ
て
共
同
で
１
つ
の
ラ
ン
キ

ン
グ
を
発
表
し
て
い
た
が
、
２
０
１
０

年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
発
表
す
る
形
に

な
っ
た
。

　「
３
大
ラ
ン
キ
ン
グ
」
と
く
く
ら
れ

る
場
合
は
、
上
海
交
通
大
学
が
発
表
し

て
い
る「
世
界
大
学
学
術
ラ
ン
キ
ン
グ
」

が
加
わ
る
。
学
術
に
特
化
し
た
６
指
標

に
よ
る
評
価
で
、
主
に
研
究
者
に
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
Ｑ
Ｓ
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

大
学
評
価
機
関Quacquarelli Sym

onds

社
に
よ
る
ラ
ン
キ
ン
グ
。
同
社
は
創
業

時
か
ら
留
学
生
を
対
象
に
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
指
標

　
2
0
1
6
年
９
月
に
、「
T
H
E
　
ワ
ー

ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
サ
ミ
ッ
ト
」
が
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
で
開
催
さ

れ
、
私
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
３
日
間
の

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
各
国
の
高
等
教
育
の
指
導

者
、
政
府
関
係
者
ら
が
集
ま
り
、
ラ
ン
キ
ン

グ
結
果
の
考
察
や
基
調
講
演
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
を
含
む

世
界
の
主
要
大
学
か
ら
も
学
長
や
副
学
長
が

数
多
く
出
席
し
、
非
常
に
充
実
し
た
内
容
の

サ
ミ
ッ
ト
で
し
た
が
、
日
本
の
大
学
の
参
加

が
少
な
か
っ
た
点
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、「
大
学
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
う
学
長
、
副
学
長
は
、
外
交
官
、
か
つ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と

考
え
て
い
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
の
期
間
中
は
滞

在
先
の
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会
や
ラ
ン
チ
会
も
開

催
さ
れ
、
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
の
大
学
の
学
長
も
こ
う
し
た
場
に

飛
び
込
ん
で
自
学
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
大
学
間

の
提
携
や
共
同
研
究
の
提
案
、
優
秀
な
教
員

の
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
積
極

的
な
姿
勢
が
必
要
で
し
ょ
う
。
　

　
今
回
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
日
本
の
大
学
数
は

増
え
ま
し
た
が
、
ア
ジ
ア
各
国
も
数
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
10
年
前
と
比
べ
東

大
や
京
大
な
ど
の
ト
ッ
プ
大
学
が
順
位
を
落

と
し
て
い
ま
す
。今
す
ぐ
手
を
打
た
な
け
れ
ば
、

日
本
の
大
学
が
ア
ジ
ア
の
中
で
優
位
を
保
て

る
期
間
は
短
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
低
迷
の
背
景
に
は
政
府
か
ら
の
支
援
が
少

な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
大

学
自
身
が
世
界
標
準
に
近
づ
く
た
め
の
改
革

を
積
極
的
、
か
つ
迅
速
に
行
っ
て
い
な
い
こ

と
も
要
因
の
一
つ
で
す
。
次
世
代
の
た
め
に

も
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
改
革
を
期
待
し
ま
す
。
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ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
で

顕
在
化
し
た
日
本
の
課
題

世
界
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ラ
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Ｈ
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Ｓ
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今
夏
、
28
人
の
生
徒
を
連
れ
て
行
っ
た
豪

州
で
の
2
週
間
の
海
外
研
修
。そ
の
最
後
に
、

T
H
E
ア
ジ
ア
ラ
ン
キ
ン
グ
で
1
位
に
な
っ

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
（
N
U
S
）
訪
問

を
組
み
込
み
ま
し
た
。
同
じ
ア
ジ
ア
人
の
現

地
学
生
が
英
語
で
堂
々
と
「
世
界
的
に
有
名

な
ホ
テ
ル
の
支
配
人
に
な
り
た
い
」
な
ど
世

界
で
活
躍
す
る
具
体
的
な
夢
を
語
る
姿
に
刺

激
さ
れ
、
生
徒
た
ち
に
は
自
分
も
日
本
人
と

し
て
負
け
ら
れ
な
い
、
と
い
う
意
識
が
芽
生

え
た
よ
う
で
す
。
こ
の
N
U
S
訪
問
に
つ
い

て
は
保
護
者
か
ら
の
反
応
が
よ
く
、
申
し
込

み
者
も
、
定
員
の
3
倍
を
超
え
ま
し
た
。

　
我
が
校
に
限
ら
ず
、最
近
の
海
外
研
修
は
、

そ
の
地
域
で
評
価
の
高
い
大
学
の
見
学
を
す

る
高
校
が
増
え
て
い
ま
す
。
社
会
人
に
よ
る

進
路
講
演
で
も
必
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
連

し
た
話
が
出
て
き
ま
す
。
国
際
理
解
促
進
の

た
め
の
生
徒
向
け
通
信
に
も
、
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
の
話
を
載
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
特
に
理
系
の
学

力
の
高
い
生
徒
は
、
い
ず
れ
は
海
外
に
行
く

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

実
際
、
今
年
は
海
外
の
大
学
に
進
学
希
望
の

生
徒
が
2
名
出
て
き
ま
し
た
。
W
E
B
や
、

現
地
の
大
学
に
メ
ー
ル
を
送
っ
て
情
報
収
集

し
、
日
本
で
は
で
き
な
い
学
問
を
し
た
い
か

ら
と
、
海
外
の
大
学
を
め
ざ
す
の
で
す
。

　
日
本
の
大
学
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

向
け
て
動
こ
う
と
し
て
い
る
生
徒
の
意
欲
に

応
え
る
教
育
を
期
待
し
ま
す
。
す
ば
ら
し
い

研
究
を
す
る
研
究
者
を
育
て
る
た
め
に
は
、

教
育
力
も
重
要
で
す
。「
金
の
卵
」
を
ど
う

育
て
て
い
く
か
、
計
画
や
プ
ロ
セ
ス
を
打
ち

出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

高
校
生
に
影
響
を
与
え
る

世
界
の
大
学
事
情

大目木俊憲
兵庫県立川西緑台高校
国際委員長
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4ラ
ン
ク
イ
ン
の
メ
リ
ッ
ト

は
６
つ
と
、
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す

い
点
と
研
究
力
重
視
が
特
徴
だ
。

　
一
方
Ｔ
Ｈ
Ｅ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
調
査
対

象
は
各
種
ラ
ン
キ
ン
グ
中
最
多
の
世
界

79
か
国
。
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
紙
「T

he 
T

im
es

」
が
出
自
で
あ
り
、「
評
価
の

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
最
も
利
用
さ
れ
て

い
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
評
価
対
象

と
な
る
５
つ
の
分
野
、13
の
指
標
に
は
、

教
育
や
社
会
連
携
に
関
し
て
成
果
だ
け

で
な
く
過
程
も
評
価
し
て
い
る
点
、
研

究
に
関
し
て
独
自
の
指
標
を
設
け
、
多

面
的
に
評
価
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
で
実
績
が
あ
るU

S N
ew

s 
&

 W
orld Report

社
が
２
０
１
４
年

か
ら
発
表
し
て
い
る「
ベ
ス
ト・グ
ロ
ー

バ
ル
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ラ
ン
キ
ン

グ
」、Ｅ
Ｕ
主
導
で
２
０
１
４
年
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る「
Ｕ

－

マ
ル
チ
ラ
ン
ク
」

等
が
比
較
的
著
名
な
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
。

　
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
が
海
外
で
は
大
学

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
示
す「
名
刺
代
わ
り
」

と
言
え
る
位
置
付
け
に
な
っ
た
こ
と

で
、
ラ
ン
ク
イ
ン
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
生
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
外
国
人
学
生
が
留
学
先
の
大

学
を
選
ぶ
際
、
候
補
に
挙
が
り
や
す
く

な
る
。
残
念
な
が
ら
海
外
で
は
日
本
の

大
学
は
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
い
状
態

だ
。
よ
っ
て
認
知
し
て
も
ら
う
方
法
の

一
つ
と
し
て
ラ
ン
ク
イ
ン
の
持
つ
意
味

は
大
き
い
（
右
下
の
図
表
）。
な
お
、

国
や
地
域
に
よ
っ
て
は
、
ラ
ン
ク
イ
ン

大
学
に
留
学
す
る
場
合
に
国
費
奨
学
金

が
出
る
。
日
本
の
あ
る
大
学
は
こ
れ
に

よ
り
、
自
学
か
ら
払
う
予
定
だ
っ
た
学

費
補
助
を
別
の
学
生
に
回
し
、
留
学
生

数
を
増
加
さ
せ
た
と
い
う
。

　
一
方
で
日
本
の
高
校
生
や
保
護
者
の

ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
関
心
も
高
ま
り
つ
つ

あ
る
（
下
の
コ
ラ
ム
参
照
）。
ラ
ン
ク

イ
ン
し
た
大
学
に
は
「
留
学
制
度
の
充

実
が
期
待
で
き
る
」「
国
際
性
が
身
に
付

く
」「
教
育
、
研
究
の
質
が
高
い
」
な
ど

の
期
待
が
持
た
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
ラ

ン
キ
ン
グ
は
、
入
学
時
の
偏
差
値
に
よ

グ
ロ
ー
バ
ル
な
場
で

自
学
の
質
が
保
証
さ
れ
る

る
序
列
と
は
異
な
る
の
で
、
こ
の
序
列

か
ら
脱
し
て
個
性
を
出
し
た
い
大
学
に

と
っ
て
利
用
す
る
価
値
は
大
き
い
。

　
ま
た
、
ラ
ン
ク
イ
ン
大
学
は
、
海
外

の
研
究
者
・
職
員
を
招
く
際
も
有
利
だ
。

外
国
人
を
迎
え
入
れ
る
体
制
の
充
実
度

を
示
す
も
の
と
し
て
、特
に
「
国
際
性
」

の
ス
コ
ア
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
。

　
実
際
、
大
学
間
協
定
の
交
渉
時
、
ラ

ン
ク
イ
ン
大
学
と
し
か
交
渉
の
テ
ー
ブ

ル
に
つ
か
な
い
国
や
大
学
も
あ
る
。
中

に
は
、
自
学
よ
り
ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
の

大
学
の
み
と
提
携
す
る
よ
う
、
国
か
ら

各
大
学
に
指
示
が
出
て
い
る
国
も
あ
る

よ
う
だ
。

　
ラ
ン
キ
ン
グ
の
ス
コ
ア
は
、
自
学
の

取
り
組
み
に
対
す
る
世
界
基
準
の
評
価

と
言
え
る
。
大
学
改
革
の
進
度
を
測
る

指
標
に
も
な
る
だ
ろ
う
（
P.
12
参
照
）。

発行元

開始年 
発表時期
ランクイン校数 
論文データベース

THE世界大学ランキング QS世界大学ランキング

2004年にTimes社とQS社が共同でランキング発表をスタート、2010年より各社分かれてランキング発表
毎年9月
980校
エルゼビア社のScopus  

毎年9月
916校
エルゼビア社のScopus

大学評価機関クアクアレリ・シモンズ社
Quacquarelli Symonds（イギリス）

高等教育専門週刊誌「Times Higher Education」
TES Global社 （イギリス）

評価指標構成

名称
Times Higher Education World University Rankings QS World University Rankings

研究者評判40％

教員一人当たりの
被引用数影響力  20％

学生対教員比率 20％

国際性 7.5％
産業界からの収入 2.5％

教育力 30％

研究力 30％

研究の影響力 30％ 雇用者評判 10％
留学生比率 5％
外国人教員比率 5％

67％

外国人留学生におけるＴＨＥの認識

＊留学生募集エージェンシーＩＤＰにより留学した学生、
あるいは留学予定の学生を対象に実施した調査による（n=463、2012年実施）

ＴＨＥを知っている 留学先選びに
ＴＨＥを活用している

49％

背 景ランクインによるメリット

国内の大学
・18歳人口減少、定員未充足
・学生の英語運用能力が低い

世界の大学
・優秀な学生・研究者を世界中に求める
 →アジアの大学の研究力向上の一因
 →海外キャンパスを開く大学も増加

各国の
留学希望者

・成長できる大学を世界中から探す
 →国際流動性が拡大

グ
ロ
ー
バ
ル
な
質
保
証

外国人学生の募集に有利

国内の学生募集に有利

研究者、職員の招へいに有利

海外大学との提携に有利

大学改革を進める指標となる

1

2

3

4

5

２大世界大学ランキング比較表 ＊2016年発表時の情報

VIEWVIEW



・国際共著論文は、海外の共著者が最低一人はいる論文が対
象、その大学の学問分野の数や種類を考慮して調整

30％

2016 12-2017 19 2016 12-2017 1 8

　
ラ
ン
キ
ン
グ
は
順
位
で
は
な
く
、
指
標
の

ス
コ
ア
に
着
目
す
べ
き
で
す
。
ス
コ
ア
に
は

各
国
の
高
等
教
育
の
特
徴
、
大
学
の
立
ち
位

置
が
よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
中
国

は
国
の
政
策
上
、
産
業
界
か
ら
の
収
入
が
高

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
規
制
が
厳
し
い
国
で
す
が
、

政
府
が
認
め
た
分
野
は
規
制
が
緩
や
か
で
、

革
新
的
な
研
究
を
で
き
る
環
境
で
す
。

　
今
回
の
T
H
E
の
結
果
を
見
る
と
、
日
本

に
関
し
て
は
、
２
つ
の
課
題
が
あ
る
よ
う
で

す
。
１
つ
は
論
文
引
用
数
の
伸
び
悩
み
。
こ

れ
を
上
げ
る
に
は
、
国
際
共
同
研
究
に
取
り

組
む
な
ど
、〝
国
際
的
な
知
の
ア
リ
ー
ナ
〞に

積
極
的
に
参
加
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
２
つ
目

は
産
業
界
か
ら
の
収
入
の
低
さ
で
す
。
基
礎

研
究
も
重
要
な
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
社
会
と
結
び
つ
い
た
研
究
が
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
を
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
に
は
政
策
と
し
て
高
等
教
育
の
振

興
に
注
力
す
る
国
が
あ
る
一
方
、
学
問
・
研

究
の
自
由
度
が
低
い
国
も
存
在
し
ま
す
。
日

本
は
自
由
に
研
究
が
で
き
る
環
境
で
あ
り
、

そ
の
点
で
は
国
際
的
に
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
教
育
と
は
知
的
体

力
を
付
け
る
た
め
の
も
の
。
日
本
は
あ
る
意

味
、
愚
直
に
教
育
の
底
上
げ
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
指
標
の「
教
育
力
」の
高

さ
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
れ
を
維

持
す
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
加
え

て
、
も
っ
と
海
外
に
情
報
を
伝
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。ア
ジ
ア
の
ト
ッ
プ
の
学
生
は
、

必
ず
し
も
日
本
を
留
学
先
と
し
て
選
ば
な
い

の
が
現
実
で
す
。
優
秀
な
学
生
、
研
究
者
を

獲
得
す
る
た
め
に
も
、
自
学
の
研
究
、
教
育

力
を
海
外
に
発
信
し
続
け
る
べ
き
で
す
。

取材・文／児山雄介、本間学　撮影／荒川潤（北村友人氏）、木藤富士夫（調 麻佐志氏）

国
際
的
な
知
の
ア
リ
ー
ナ

へ
の
参
加
と
海
外
発
信
を北村友人

東京大学大学院
教育学研究科　准教授

きたむらゆうと●1972年生まれ。慶應義塾大学文学部卒業。カリフォルニア大学ロサンゼルス校教育学大学院社会科学・比較教育学科修士課程・博士課程修了。Ph.D.（教育学）。専門は、比較教育学、国際教育開発論。

　
私
の
研
究
分
野
は
科
学
計
量
学
と
い
っ

て
、
科
学
研
究
を
数
字
を
通
し
て
分
析
す
る

学
問
で
す
。
本
学
の
大
隅
良
典
栄
誉
教
授
が

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
例
に
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ

へ
の
影
響
を
考
え
て
み
ま
す
。
影
響
に
は
２

つ
の
経
路
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
１
つ
は「
論

文
の
引
用
数
」
か
ら
の
影
響
で
す
。同
分
野

の
研
究
者
で
あ
れ
ば
、
大
隅
教
授
の
お
仕
事

は
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
、引
用
数
が

飛
躍
的
に
増
え
る
可
能
性
は
低
い
と
思
い
ま

す
。２
つ
目
は
評
判
調
査
か
ら
の
影
響
。受

賞
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
の
研
究
者
に
本
学

を
認
知
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
よ
い
ス
コ
ア
が

出
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

現
段
階
で
は
未
知
数
で
す
。

　
鵜
呑
み
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
結

果
を
見
る
と
、
最
上
位
級
の
大
学
の
順
位
に

さ
ほ
ど
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
大

学
に
は
厳
し
い
結
果
で
す
。
順
位
低
下
が
続

く
と
、
海
外
の
大
学
と
の
協
定
を
結
び
づ
ら

く
な
る
な
ど
、
実
害
も
出
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ラ
ン
ク
を
上
げ
る
小
手
先
の
技
も

な
く
は
な
い
で
す
。
多
く
引
用
さ
れ
る
論
文

を
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
か
ら
、
例
え
ば
学

内
で
厳
し
い
審
査
を
す
れ
ば
よ
い
。た
だ
し
、

多
く
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
伴
い
ま
す
。
ま
た
、

海
外
の
有
力
な
研
究
者
に
兼
任
教
員
と
し
て

論
文
を
書
い
て
も
ら
い
、
国
際
共
著
論
文
と

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
実
際
に
海
外
に
は

こ
う
し
た
こ
と
を
行
う
大
学
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、短
期
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
よ
り
も
、

ま
ず
は
研
究
と
教
育
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
重

要
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
大
学
に
は
よ
い
研

究
者
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
的
に
世

界
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
よ
る

ラ
ン
キ
ン
グ
へ
の
影
響

調 麻佐志
東京工業大学
リベラルアーツ研究教育院 教授

しらべまさし●1965年生まれ。東京大学理学部数学科卒業、同大学大学院総合文化研究科広域科学専攻博士課程単位取得退学。2016年から現職。専門は科学計量学、科学技術社会論。

評
価
指
標

　
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
ど
の
よ
う
な

指
標
で
大
学
を
評
価
し
て
い
る
の
か
？

例
え
ば
Ｔ
Ｈ
Ｅ
に
よ
る
各
大
学
の
評
価

は
、
上
の
表
に
あ
る
通
り
、
５
分
野
13

指
標
に
基
づ
く
。
13
指
標
を
そ
れ
ぞ
れ

０
〜
１
０
０
の
ス
コ
ア
で
評
価
、
割
合

に
応
じ
て
足
し
合
わ
せ
た
総
合
ス
コ
ア

が
高
い
順
に
、
ラ
ン
ク
付
け
が
な
さ
れ

る
。
計
算
式
に
つ
い
て
は
、
世
界
４
大

会
計
事
務
所
の
１
つ
、
プ
ラ
イ
ス

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
の
監

査
を
受
け
、公
正
さ
を
確
保
し
て
い
る
。

　
な
お
、
参
加
大
学
の
条
件
を
平
等
に

す
る
た
め
、
左
の
除
外
条
件
を
ク
リ
ア

し
た
大
学
の
み
が
ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
と

な
る
。

評
判
に
左
右
さ
れ
る
教
育
力

取
り
組
み
＋
発
信
力
が
カ
ギ

研
究
力
向
上
に
は

国
際
性
を
高
め
る
必
要
が

　
教
育
力
の
評
価
の
柱
は
、
年
１
回
、

全
世
界
約
１
万
人
の
研
究
者
を
対
象
に

行
わ
れ
る
評
判
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

だ
。
大
学
名
を
知
ら
な
け
れ
ば
回
答
さ

れ
な
い
の
で
、
伝
統
校
に
有
利
と
言
え

る
。
博
士
号
取
得
者
数
が
評
価
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
は
、こ
れ
が
多
い
ほ
ど
、

次
世
代
の
研
究
者
の
育
成
に
熱
心
で
あ

る
と
言
え
る
か
ら
だ
。
ま
た
学
部
生
の

能
力
開
発
に
も
効
果
が
あ
る
の
で
、
教

育
力
が
高
い
と
み
な
さ
れ
る
。
大
学
全

体
の
予
算
は
、
学
生
や
教
員
が
利
用
す

る
イ
ン
フ
ラ
・
施
設
の
充
実
度
を
表
す

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
博
士

号
取
得
者
を
増
や
し
た
り
Ｓ
Ｔ
比
を
改

善
し
て
教
育
力
そ
の
も
の
の
底
上
げ
を

図
る
ほ
か
、
各
種
取
り
組
み
を
世
界
に

発
信
し
、
世
界
の
研
究
者
に
認
知
し
て

も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
日
本
人
向
け
の
情
報
の
単
純
な
翻
訳

で
は
な
い
、
海
外
向
け
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
必
要

だ
。
世
界
中
の
大
学
関
係
者
が
見
て
い

る
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
サ
イ
ト
や
冊
子
に
情
報
を

掲
載
す
る
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
大
学

名
の
英
語
表
記
を
外
国
人
が
認
知
し
や

す
い
も
の
に
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

　　
研
究
力
は
評
判
調
査
が
最
も
大
き
な

評
価
割
合
を
占
め
て
い
る
。
教
育
力
の

評
判
調
査
と
同
様
、
歴
史
の
あ
る
大
学

に
有
利
に
働
く
傾
向
が
あ
る
。
歴
史
の

浅
い
大
学
、
知
名
度
の
低
い
大
学
が
自

学
の
研
究
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
学
長
、
副
学
長
ク
ラ
ス
が
積
極
的

に
海
外
に
出
向
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
く
こ
と
が
大
切
だ
。Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
ワ
ー

ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
（
P.
６
下
の
コ
ラ
ム

参
照
）
等
、
各
国
の
大
学
関
係
者
が
集

ま
る
催
し
で
、
世
界
の
大
学
と
積
極
的

に
交
流
を
図
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
長
期
的
な
視
点
で
見
る
と
、
自
学
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
研
究
者
が
世
界
中

に
増
え
れ
ば
、
彼
ら
が
評
判
調
査
の
回

答
者
に
な
っ
た
と
き
に
自
学
名
を
書
い

た
り
、
他
の
研
究
者
に
評
判
を
伝
え
た

り
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
海
外
の
研

究
者
を
招
き
、
自
学
で
研
究
し
て
も
ら

う
の
も
一
つ
の
方
法
だ
。
学
内
の
研
究

環
境
に
も
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
。

　
ほ
か
に
ス
コ
ア
を
左
右
す
る
の
は
、

研
究
費
収
入
と
研
究
論
文
の
生
産
性

だ
。
研
究
に
お
け
る
競
争
力
、
質
の
高

さ
、
効
率
の
よ
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
研
究
費
を
集
め
る
た
め

の
取
り
組
み
や
環
境
整
備
、
発
表
す
る

論
文
の
数
を
増
や
す
戦
略
、
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
。

　
研
究
の
影
響
力
の
指
標
は
１
論
文
あ

た
り
の
引
用
数
の
み
。
引
用
数
が
、
世

界
の
新
た
な
知
の
算
出
へ
の
貢
献
度
を

表
す
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。
総
合
ス

コ
ア
に
占
め
る
割
合
が
30
％
と
、
５
分

野
の
中
で
は
教
育
力
、
研
究
力
と
並
ん

で
高
い
。
13
指
標
の
中
で
は
最
も
割
合

が
高
い
た
め
、
こ
の
指
標
の
ス
コ
ア
を

高
め
る
こ
と
が
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
最
も

影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
優
れ
た
論
文

を
英
語
で
発
表
し
た
り
、
著
名
研
究
者

を
招
い
た
り
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に

ス
コ
ア
を
高
め
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

国
策
と
し
て
資
金
を
投
じ
、
論
文
の
引

用
数
が
多
い
研
究
者
を
海
外
か
ら
集
め

て
こ
の
ス
コ
ア
を
高
め
た
が
、
日
本
で

は
簡
単
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
引
用
さ
れ

る
論
文
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
引
用
さ

れ
な
い
論
文
が
少
な
い
こ
と
も
重
要
だ
。

論
文
数
を
増
や
す
と
同
時
に
、
引
用
さ

れ
る
よ
う
な
質
の
高
い
論
文
の
割
合
を

上
げ
る
よ
う
努
力
す
る
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
論
文
の
引
用
数
は
過
去
５
年

間
分
の
発
表
論
文
が
対
象
な
の
で
、
仮

﹇
除
外
条
件
﹈

C
itations

R
esearch

研
究
力

研
究
の
影
響
力

①
大
学
生（
学
部
生
）を
教
え
て
い
な
い
大
学

②
2
0
1
1
〜
2
0
1
5
年
の
研
究
論
文

の
数
が
1
0
0
0
（
年
間
で
最
低

1
5
0
）に
満
た
な
い
大
学

③
活
動
の
80
％
以
上
が
、Ｔ
Ｈ
Ｅ
側
が
定

め
る
８
つ
の
学
問
分
野
の
う
ち
１
つ
だ

け
に
集
中
し
て
い
る
大
学

　（
除
外
し
な
い
こ
と
も
あ
る
）

に
今
年
、
増
え
た
と
し
て
も
、
急
激
に

は
ス
コ
ア
は
伸
び
な
い
。
良
質
な
論
文

を
継
続
的
に
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、

長
期
的
に
優
れ
た
研
究
者
を
育
て
る
こ

と
が
根
本
と
な
る
。

　
国
際
性
は
、
海
外
か
ら
学
生
、
教
員

を
呼
び
込
め
る
か
、
海
外
と
の
協
働
関

係
を
築
け
る
か
が
評
価
対
象
。
他
国
に

比
べ
圧
倒
的
に
ス
コ
ア
が
劣
る
、
日
本

の
弱
点
だ
。
総
合
ス
コ
ア
に
占
め
る
割

合
は
7.5
％
と
低
い
が
、
留
学
生
や
海
外

の
研
究
者
が
留
学
先
、
赴
任
先
を
選
ぶ

と
き
に
最
も
注
目
す
る
分
野
で
あ
り
、

こ
れ
が
低
い
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
図
り
に
く
く
な
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
努
力
次
第
で
ス
コ

ア
を
高
め
や
す
い
分
野
だ
。
英
語
に
よ

る
授
業
を
増
や
す
、
外
国
人
向
け
の
住

環
境
を
整
え
る
、
海
外
に
向
け
て
広
報

活
動
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、
比
較

的
手
が
つ
け
や
す
い
。
こ
れ
ら
の
投
資

に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
が
進

む
こ
と
は
、
日
本
人
学
生
の
国
際
化
に

も
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

　
学
生
に
つ
い
て
は
外
国
人
留
学
生
の

割
合
、つ
ま
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
面
だ
が
、

大
学
全
体
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
せ
る
に

は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
重
要
だ
。
学
生

の
海
外
派
遣
を
強
化
す
れ
ば
、
そ
の
準

備
や
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
し
て
英
語
に
よ

る
授
業
が
増
強
さ
れ
、
留
学
生
を
受
け

入
れ
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
国
も
韓
国
も
現
状
は
ス
コ
ア
が
低

い
が
、
中
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
留

学
生
50
万
人
受
け
入
れ
を
め
ざ
し
、
韓

国
で
は
小
学
校
で
の
英
語
教
育
や
大
学

の
授
業
の
英
語
化
が
進
む
。
国
際
化
へ

の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な
し
だ
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
産
業
界
を
支
援
す
る
こ

と
も
、
現
代
の
大
学
に
お
い
て
は
重
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
産
業
界
か
ら
の
収

入
は
、
そ
の
大
学
が
市
場
の
資
金
を
ど

れ
だ
け
引
き
つ
け
ら
れ
る
か
と
い
っ
た

「
知
の
移
転
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
研

究
の
質
を
評
価
す
る
。

　
科
研
費
な
ど
公
的
資
金
は
対
象
外
だ

が
、
資
金
調
達
力
は
、
研
究
力
に
も
影

響
す
る
た
め
、力
を
入
れ
た
い
分
野
だ
。

　
改
革
に
よ
り
大
学
の
研
究
力
や
教
育

力
、
国
際
性
を
高
め
、
そ
の
結
果
と
し

て
ラ
ン
ク
イ
ン
、
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
め
ざ

す
に
は
、
ど
の
ス
コ
ア
を
伸
ば
し
て
何
年

後
に
何
位
に
入
る
つ
も
り
な
の
か
、
具

体
的
な
戦
略
の
立
案
が
大
切
だ
。
政
策

と
し
て
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
る
国
や
地
域
も
多
い
中
、
何
と
な
く

意
識
し
て
い
る
程
度
で
は
ラ
ン
ク
イ
ン

や
、
ま
し
て
上
位
を
狙
う
の
は
難
し
い
。

　
戦
略
を
立
て
る
際
は
、
他
大
学
と
比

較
し
て
、
自
学
の
強
み
、
弱
み
を
把
握

す
る
と
よ
い
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
先
は
国

内
の
大
学
だ
け
で
は
参
考
に
な
り
に
く

い
。
非
英
語
圏
で
日
本
と
環
境
が
近
い

ア
ジ
ア
の
大
学
が
お
勧
め
だ
。
ス
コ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
大
学
が
ど
ん
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
参

考
に
し
た
い
。

産業界からの収入

研究力

研究の影響力

国際性

15%

4.5%

2.25%

6%

2.25%

18%

6%

6%

30%

2.5%

2.5%

2.5%

2.5%

30%

30%

30%

7.5%

2.5%

2015、2016年

2013年

2013年

2013年

2013年

2015年、2016年

2013年
論文数は2011～
2015年／研究者数
は2013年
対象論文は2011～2015
年刊行物、引用件数
は2011～2016年
2013年

2013年

2011～2015年

2013年

エルゼビア社評判調査

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

大学入力情報

エルゼビア社評判調査

大学入力情報

エルゼビア社Scopus
／大学入力情報

エルゼビア社Scopus

大学入力情報

大学入力情報

エルゼビア社Scopus

大学入力情報

・評判調査（アンケート） 18％
・研究費収入：研究者数（率） 6％
・論文数：研究者数（率） 6％

・１論文あたりの引用数 30％

30％1

2

3

4

=5

=5

7

8

9

10

中国

日本

中国

シンガポール

日本

韓国

香港

韓国

中国

韓国

29

39

35

24

91

72

43

89

155

104

84.6

83.4

78.9

76.7

70.2

70.2

66.5

55.7

55.3

53.8

順位 教育機関 世界ランク
（総合） 教育力国/地域 教

育
力

Teaching

教育力 アジアTOP10

・評判調査（アンケート） 15％
・教員数：全学生数（率） 4.5％
・博士号取得者数：学部卒業生数（率） 2.25％
・博士号取得者数：教員数（率） 6％
・大学全体の予算：教員数（率） 2.25％

Peking University

University of Tokyo

Tsinghua University

National University of Singapore

Kyoto University

Seoul National University

University of Hong Kong

Korea Advanced Institute of Science and Technology (KAIST)

Fudan University

Pohang University of Science and Technology

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

中国

日本

シンガポール

中国

香港

日本

韓国

香港

香港

シンガポール

35

39

24

29

43

91

72

49

76

54

89.6

89.2

86.9

80.3

74.5

70.1

69.8

66.7

60.4

60.2

順位 教育機関 世界ランク
（総合） 研究力国/地域

研究力 アジアTOP10

Tsinghua University

University of Tokyo

National University of Singapore

Peking University

University of Hong Kong

Kyoto University

Seoul National University

Hong Kong University of Science and Technology

Chinese University of Hong Kong

Nanyang Technological University

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

93.3

91.2

90.7

81.6

79.7

79.2

78.6

78.5

75.3

74.7

順位 教育機関 世界ランク
（総合）

研究の
影響力国/地域

研究の影響力 アジアTOP10

King Abdulaziz University

Hong Kong University of Science and Technology

Nanyang Technological University

City University of Hong Kong

National University of Singapore

Pohang University of Science and Technology

Toyota Technological Institute

Korea Advanced  Institute of Science and Technology(KAIST)

Atilim University

University of Science and Technology of China

サウジアラビア

香港

シンガポール

香港

シンガポール

韓国

日本

韓国

トルコ

中国

201-250

49

54

119

24

104

351-400

89

401-500

153

2016-17ＴHＥ世界大学ランキングの評価指標

評判調査（アンケート）

教員数：全学生数比率

博士号取得者数：学部卒業生数比率

博士号取得者数：教員数比率

大学全体の予算：教員数比率

評判調査（アンケート）

研究費収入：研究者数比率

論文数：研究者数比率

１論文あたりの引用数

海外留学生数：国内学生数比率

外国籍教員数：国内教員数比率

国際共著論文数：論文発行数比率

産業界からの研究費収入
：研究者数比率

教育力
・評判調査は、世界の研究者（地域や学問分野を網羅）に実施
したアンケート結果による。2015年の9,794人分の回答と
2016年の1万323人分の回答から算出
・予算／教員数比は、各国の購買力平価で為替を調整している

・学問分野による引用数のばらつきを調整、また、2015～16ラ
ンキングでは除外していた著者が1000人を超える論文について
は、2016～17ランキングでは対象とした

・各国の購買力平価で為替を調整

・教育力の評判調査と同じ

・研究費は各国の購買力平価で為替を調整

・論文数はエルゼビア社のデータベースScopusによる、ピア・レ
ビューがなされている学術誌掲載論文数

分野 指標／指標中の割合 割合 対象年度 データ元 備考

30％

VIEWVIEW

特集●国際質保証のための世界大学ランキング

長
期
的
な
取
り
組
み
で

影
響
力
の
あ
る
研
究
を



世界
ランキング

ＴＨＥ大学ランキングの年間スケジュール
2016年 2017年

ＢＲＩＣＳ＆新興国
ランキング2016-17発表
・サミット於ヨハネスブルグ
大学（南アフリカ）

中東・北アフリカ
地域ランキング
2016-17発表

アジア大学ランキング
2016-17発表・サミット
於蔚山大学（韓国）

アメリカ
ランキング発表

日本大学ランキング
2016-17
＊3/30発表（日本）

カテゴリ別
ランキング

国別
ランキング

地域別
ランキング

5月  6月  7月  8月4月3月2月1月11月10月9月 12月 9月

創立50年以内大学ランキング
2016-17発表・サミット
於ブリスベン大学

（オーストラリア）

分野別
ランキング発表

7.5％

2.5％

大
学
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
地
域
別
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
と
同
じ
評
価
指
標
が
使
わ
れ
る

が
、
重
み
付
け
が
若
干
異
な
る
。
例
え

ば
ア
ジ
ア
は
、
世
界
全
体
と
比
べ
て
相

対
的
に
「
産
業
界
か
ら
の
収
入
」
の
ス

コ
ア
が
高
い
た
め
、
そ
の
特
徴
が
よ
り

鮮
明
に
な
る
よ
う
、評
価
比
重
も
高
い
。

　
国
別
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
の
評
価
指
標
と
独
自
の
評
価
指
標

を
組
み
合
わ
せ
た
、
よ
り
ロ
ー
カ
ル
色

の
強
い
ラ
ン
キ
ン
グ
だ
。

　
例
え
ば
、
９
月
に
発
表
さ
れ
た
「
ア

メ
リ
カ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
は
、
T
H
E
が

初
め
て
教
育
に
重
き
を
置
い
て
設
計
し

た
も
の
で
、
１
０
６
１
校
が
ラ
ン
ク
イ

ン
し
た
。
良
質
な
教
育
で
評
価
さ
れ
て

い
る
小
規
模
な
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ

レ
ッ
ジ
も
対
象
に
含
め
、
よ
り
多
く
の

大
学
を
評
価
し
、
留
学
希
望
者
の
選
択

肢
を
広
げ
る
の
が
Ｔ
H
Ｅ
の
狙
い
だ
。

　
こ
の
３
月
末
に
初
め
て
発
表
さ
れ
る

日
本
版
は
、
日
本
の
強
み
で
あ
る
教
育

産
業
界
か
ら
の
収
入

　
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
ど
の
よ
う
な

指
標
で
大
学
を
評
価
し
て
い
る
の
か
？

例
え
ば
Ｔ
Ｈ
Ｅ
に
よ
る
各
大
学
の
評
価

は
、
上
の
表
に
あ
る
通
り
、
５
分
野
13

指
標
に
基
づ
く
。
13
指
標
を
そ
れ
ぞ
れ

０
〜
１
０
０
の
ス
コ
ア
で
評
価
、
割
合

に
応
じ
て
足
し
合
わ
せ
た
総
合
ス
コ
ア

が
高
い
順
に
、
ラ
ン
ク
付
け
が
な
さ
れ

る
。
計
算
式
に
つ
い
て
は
、
世
界
４
大

会
計
事
務
所
の
１
つ
、
プ
ラ
イ
ス

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
の
監

査
を
受
け
、公
正
さ
を
確
保
し
て
い
る
。

　
な
お
、
参
加
大
学
の
条
件
を
平
等
に

す
る
た
め
、
左
の
除
外
条
件
を
ク
リ
ア

し
た
大
学
の
み
が
ラ
ン
キ
ン
グ
対
象
と

な
る
。

　
教
育
力
の
評
価
の
柱
は
、
年
１
回
、

全
世
界
約
１
万
人
の
研
究
者
を
対
象
に

行
わ
れ
る
評
判
調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

だ
。
大
学
名
を
知
ら
な
け
れ
ば
回
答
さ

れ
な
い
の
で
、
伝
統
校
に
有
利
と
言
え

る
。
博
士
号
取
得
者
数
が
評
価
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
は
、こ
れ
が
多
い
ほ
ど
、

次
世
代
の
研
究
者
の
育
成
に
熱
心
で
あ

る
と
言
え
る
か
ら
だ
。
ま
た
学
部
生
の

能
力
開
発
に
も
効
果
が
あ
る
の
で
、
教

育
力
が
高
い
と
み
な
さ
れ
る
。
大
学
全

体
の
予
算
は
、
学
生
や
教
員
が
利
用
す

る
イ
ン
フ
ラ
・
施
設
の
充
実
度
を
表
す

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
博
士

号
取
得
者
を
増
や
し
た
り
Ｓ
Ｔ
比
を
改

善
し
て
教
育
力
そ
の
も
の
の
底
上
げ
を

図
る
ほ
か
、
各
種
取
り
組
み
を
世
界
に

発
信
し
、
世
界
の
研
究
者
に
認
知
し
て

も
ら
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
日
本
人
向
け
の
情
報
の
単
純
な
翻
訳

で
は
な
い
、
海
外
向
け
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
必
要

だ
。
世
界
中
の
大
学
関
係
者
が
見
て
い

る
Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
サ
イ
ト
や
冊
子
に
情
報
を

掲
載
す
る
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
大
学

名
の
英
語
表
記
を
外
国
人
が
認
知
し
や

す
い
も
の
に
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。

　　
研
究
力
は
評
判
調
査
が
最
も
大
き
な

評
価
割
合
を
占
め
て
い
る
。
教
育
力
の

評
判
調
査
と
同
様
、
歴
史
の
あ
る
大
学

に
有
利
に
働
く
傾
向
が
あ
る
。
歴
史
の

浅
い
大
学
、
知
名
度
の
低
い
大
学
が
自

学
の
研
究
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
学
長
、
副
学
長
ク
ラ
ス
が
積
極
的

に
海
外
に
出
向
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
く
こ
と
が
大
切
だ
。Ｔ
Ｈ
Ｅ
の
ワ
ー

ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
（
P.
６
下
の
コ
ラ
ム

参
照
）
等
、
各
国
の
大
学
関
係
者
が
集

ま
る
催
し
で
、
世
界
の
大
学
と
積
極
的

に
交
流
を
図
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
長
期
的
な
視
点
で
見
る
と
、
自
学
の

こ
と
を
知
っ
て
い
る
研
究
者
が
世
界
中

に
増
え
れ
ば
、
彼
ら
が
評
判
調
査
の
回

答
者
に
な
っ
た
と
き
に
自
学
名
を
書
い

た
り
、
他
の
研
究
者
に
評
判
を
伝
え
た

り
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
海
外
の
研

究
者
を
招
き
、
自
学
で
研
究
し
て
も
ら

う
の
も
一
つ
の
方
法
だ
。
学
内
の
研
究

環
境
に
も
刺
激
を
与
え
ら
れ
る
。

　
ほ
か
に
ス
コ
ア
を
左
右
す
る
の
は
、

研
究
費
収
入
と
研
究
論
文
の
生
産
性

だ
。
研
究
に
お
け
る
競
争
力
、
質
の
高

さ
、
効
率
の
よ
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
研
究
費
を
集
め
る
た
め

の
取
り
組
み
や
環
境
整
備
、
発
表
す
る

論
文
の
数
を
増
や
す
戦
略
、
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
。

　
研
究
の
影
響
力
の
指
標
は
１
論
文
あ

た
り
の
引
用
数
の
み
。
引
用
数
が
、
世

界
の
新
た
な
知
の
算
出
へ
の
貢
献
度
を

表
す
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。
総
合
ス

コ
ア
に
占
め
る
割
合
が
30
％
と
、
５
分

野
の
中
で
は
教
育
力
、
研
究
力
と
並
ん

で
高
い
。
13
指
標
の
中
で
は
最
も
割
合

が
高
い
た
め
、
こ
の
指
標
の
ス
コ
ア
を

高
め
る
こ
と
が
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
最
も

影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
優
れ
た
論
文

2016 12-2017 111 2016 12-2017 1 10              

地
域
別
ラ
ン
キ
ン
グ

細
分
化
す
る
ラ
ン
キ
ン
グ

を
英
語
で
発
表
し
た
り
、
著
名
研
究
者

を
招
い
た
り
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に

ス
コ
ア
を
高
め
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

国
策
と
し
て
資
金
を
投
じ
、
論
文
の
引

用
数
が
多
い
研
究
者
を
海
外
か
ら
集
め

て
こ
の
ス
コ
ア
を
高
め
た
が
、
日
本
で

は
簡
単
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
引
用
さ
れ

る
論
文
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
引
用
さ

れ
な
い
論
文
が
少
な
い
こ
と
も
重
要
だ
。

論
文
数
を
増
や
す
と
同
時
に
、
引
用
さ

れ
る
よ
う
な
質
の
高
い
論
文
の
割
合
を

上
げ
る
よ
う
努
力
す
る
し
か
な
い
。

　
ま
た
、
論
文
の
引
用
数
は
過
去
５
年

間
分
の
発
表
論
文
が
対
象
な
の
で
、
仮

地
域
の
特
徴
が
よ
り
鮮
明
に

ア
ジ
ア
版
は
３
月
発
表

国
別
ラ
ン
キ
ン
グ

注
目
の
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ

大
学
の
序
列
が
変
わ
る
か

　「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
＆
新
興
国
」「
中
東
・

北
ア
フ
リ
カ
」
な
ど
、
一
部
の
地
域
に

限
定
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
。
３
月
に
は

T
H
Ｅ
ア
ジ
ア
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発

表
さ
れ
る
。
前
回
は
東
京
大
学
の
順
位

が
１
位
か
ら
７
位
に
下
が
っ
た
こ
と
が

話
題
に
な
っ
た
。
成
長
著
し
い
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
中
国
、
香
港
、
韓
国
な
ど
の

力
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
も
の
に
な
る
と

い
う
。
世
界
版
は
研
究
力
の
比
重
が
重

く
、
大
学
院
で
の
取
り
組
み
が
評
価
に

強
く
反
映
さ
れ
る
が
、
日
本
版
は
学
部

教
育
が
重
視
さ
れ
る
。評
判
調
査
に
は
、

高
校
教
員
や
企
業
の
人
事
担
当
者
に
よ

る
回
答
も
加
わ
る
予
定
だ
。

　
こ
れ
ま
で
国
内
の
大
学
評
価
の
尺
度

の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
入
学
難
易
度

は
、
人
気
投
票
に
な
り
が
ち
な
面
が
あ

り
、
大
学
の
努
力
が
反
映
さ
れ
に
く

か
っ
た
。
４
年
間
で
学
生
が
ど
れ
だ
け

成
長
し
た
か
を
測
る
新
た
な
評
価
軸
へ

と
、
観
点
の
複
線
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　「
創
立
50
年
以
内
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
イ
ン
パ
ク
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
」
等
、
特
色
別
の
ラ
ン
キ
ン
グ

の
リ
リ
ー
ス
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｅ
が
定
め
る
８
つ
の
分
野
（
芸

術
・
人
文
学
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
／

社
会
科
学
／
生
命
科
学
／
物
理
科
学
／

工
学
・
技
術
／
経
営
・
経
済
学
／
臨
床
・

前
臨
床
・
健
康
）
に
お
い
て
、
分
野
別

ラ
ン
キ
ン
グ
の
発
表
も
さ
れ
て
い
る
。

　
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
、
各
大

学
の
特
色
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

ラ
ン
キ
ン
グ
に
な
り
そ
う
だ
。

International O
utlook

Industry Incom
e

一
部
の
特
色
に
ス
ポ
ッ
ト

新
た
な
価
値
観
を
も
た
ら
す

カ
テ
ゴ
リ
別
ラ
ン
キ
ン
グ

・産業界からの研究費収入
　：研究者数（率） 2.5％

国
際
性

に
今
年
、
増
え
た
と
し
て
も
、
急
激
に

は
ス
コ
ア
は
伸
び
な
い
。
良
質
な
論
文

を
継
続
的
に
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、

長
期
的
に
優
れ
た
研
究
者
を
育
て
る
こ

と
が
根
本
と
な
る
。

　
国
際
性
は
、
海
外
か
ら
学
生
、
教
員

を
呼
び
込
め
る
か
、
海
外
と
の
協
働
関

係
を
築
け
る
か
が
評
価
対
象
。
他
国
に

比
べ
圧
倒
的
に
ス
コ
ア
が
劣
る
、
日
本

の
弱
点
だ
。
総
合
ス
コ
ア
に
占
め
る
割

合
は
7.5
％
と
低
い
が
、
留
学
生
や
海
外

の
研
究
者
が
留
学
先
、
赴
任
先
を
選
ぶ

と
き
に
最
も
注
目
す
る
分
野
で
あ
り
、

こ
れ
が
低
い
と
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
図
り
に
く
く
な
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
努
力
次
第
で
ス
コ

ア
を
高
め
や
す
い
分
野
だ
。
英
語
に
よ

る
授
業
を
増
や
す
、
外
国
人
向
け
の
住

環
境
を
整
え
る
、
海
外
に
向
け
て
広
報

活
動
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、
比
較

的
手
が
つ
け
や
す
い
。
こ
れ
ら
の
投
資

に
よ
っ
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
が
進

む
こ
と
は
、
日
本
人
学
生
の
国
際
化
に

も
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

　
学
生
に
つ
い
て
は
外
国
人
留
学
生
の

割
合
、つ
ま
り
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
面
だ
が
、

大
学
全
体
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
せ
る
に

は
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
も
重
要
だ
。
学
生

の
海
外
派
遣
を
強
化
す
れ
ば
、
そ
の
準

備
や
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と
し
て
英
語
に
よ

る
授
業
が
増
強
さ
れ
、
留
学
生
を
受
け

入
れ
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
国
も
韓
国
も
現
状
は
ス
コ
ア
が
低

い
が
、
中
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
留

学
生
50
万
人
受
け
入
れ
を
め
ざ
し
、
韓

国
で
は
小
学
校
で
の
英
語
教
育
や
大
学

の
授
業
の
英
語
化
が
進
む
。
国
際
化
へ

の
取
り
組
み
は
待
っ
た
な
し
だ
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
産
業
界
を
支
援
す
る
こ

と
も
、
現
代
の
大
学
に
お
い
て
は
重
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
。
産
業
界
か
ら
の
収

入
は
、
そ
の
大
学
が
市
場
の
資
金
を
ど

れ
だ
け
引
き
つ
け
ら
れ
る
か
と
い
っ
た

「
知
の
移
転
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
研

究
の
質
を
評
価
す
る
。

　
科
研
費
な
ど
公
的
資
金
は
対
象
外
だ

が
、
資
金
調
達
力
は
、
研
究
力
に
も
影

響
す
る
た
め
、力
を
入
れ
た
い
分
野
だ
。

　
改
革
に
よ
り
大
学
の
研
究
力
や
教
育

力
、
国
際
性
を
高
め
、
そ
の
結
果
と
し

て
ラ
ン
ク
イ
ン
、
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
を
め
ざ

す
に
は
、
ど
の
ス
コ
ア
を
伸
ば
し
て
何
年

後
に
何
位
に
入
る
つ
も
り
な
の
か
、
具

体
的
な
戦
略
の
立
案
が
大
切
だ
。
政
策

と
し
て
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で

い
る
国
や
地
域
も
多
い
中
、
何
と
な
く

意
識
し
て
い
る
程
度
で
は
ラ
ン
ク
イ
ン

や
、
ま
し
て
上
位
を
狙
う
の
は
難
し
い
。

　
戦
略
を
立
て
る
際
は
、
他
大
学
と
比

較
し
て
、
自
学
の
強
み
、
弱
み
を
把
握

す
る
と
よ
い
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
先
は
国

内
の
大
学
だ
け
で
は
参
考
に
な
り
に
く

い
。
非
英
語
圏
で
日
本
と
環
境
が
近
い

ア
ジ
ア
の
大
学
が
お
勧
め
だ
。
ス
コ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
大
学
が
ど
ん
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
参

考
に
し
た
い
。

＊ランキングの内容・日程は変更になる場合があります。 

インド・南アジア大学
ランキング2016-17発表
＊日程未定

ロシア大学ランキング
2016-17発表
＊日程未定

イノベーション＆インパクト
ランキング2016-17発表
＊６月予定

2016-17発表・サミット
於カリフォルニア大学
バークレー校（アメリカ）

2017-18
発表・
サミット 

日本ランキングの
調査項目入力・確認

毎年世界大学ランキング
から新しいデータをもとに
したランキングを発表

・海外留学生数：国内学生数（率） 2.5％
・外国籍教員数：国内教員数（率） 2.5％
・国際共著論文数：論文発行数（率） 2.5％
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Qatar University

University of Hong Kong

University of Macau

National University of Singapore

Alfaisal University

Nanyang Technological University

United Arab Emirates University

American University of Sharjah

Khalifa University of Science, Technology and Research

King Abdulaziz University
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Korea Advanced Institute of Science and Technology(KAIST)

Peking University

Istanbul Technical University

China University of Petroleum（Beijing）

Tsinghua University

Pohang University of Science and Technology

National Cheng Kung University (NCKU)

Tianjin University

Indian Institute of Technology Kanpur

Tongji University

カタール

香港

マカオ

シンガポール

サウジアラビア

シンガポール

アラブ首長国連邦

アラブ首長国連邦

アラブ首長国連邦

サウジアラビア

特集●国際質保証のための世界大学ランキング

ア
ジ
ア
の
大
学
を
注
視
し

国
際
戦
略
を
練
る

調査項目入力・確認

国
際
性
は
日
本
の
弱
点
だ
が

対
策
は
打
ち
や
す
い

企
業
連
携
の
強
さ
を
基
に

社
会
へ
の
貢
献
度
を
評
価

THEアメリカ大学ランキング2016-17 評価指標

6 年 間 での 卒 業 率
（11％）/卒業生の給
料（12％）/ローン返済
率（7％）/アカデミック
な評判（10％）

学生一人当たりの教
育費（11％）/教員数
と 学 生 数 の 比 率

（11％）/教員一人当
たりの論文数（8％）

エンゲージメント（７％）
/ 学 生 による 推 薦

（６％）/教員と学生と
の対話（４％）/公式プ
ログラムの数（３％）

外国人学生の割合
（2％）/学生の多様性
（3％）/学生の包含性
（2％）/教職員の多様
性（3％）

（％）

アウトカム
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資源

  学生の
エンゲージ
メント・関与

環境

＊国際性のスコアが日本で一番高かった大学は筑波大学で37.1

＊産業界からの収入のスコアが日本で一番高かった大学は名古屋大学で83.6


